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スノードロップ。直訳すると「雪のしずく」。なんともステキな名前です。その由来は、

16 世紀から 17 世紀にかけて人気のあった涙滴型の真珠のイヤリングだとか。ヒガンバ

ナ科ガランサス属の球根植物で、まだ寒さの残る２月頃に純白の花を下垂して咲かせます。

花の美術館では、後庭の枝垂れ梅の根元に顔を出しました。ヨーロッパ各地で見られるこ

とから、国や地方により、いろいろな言い伝えがあります。キリスト教では、エデンを追

われ雪野原で嘆いていたイヴを慰めるために、天使が雪をスノードロップに変えたという

話。イギリスの一地方では、死んだ恋人の上にスノードロップを置いたところ、恋人もス

ノードロップに変わったという話。ドイツでは、色の無い雪が花々に色を分けてくれるよ

う頼んだところ、唯一応じてくれたのがスノードロップだったという話。ロシアでは、咲

いているはずのない季節に、少女が継母に言いつけられてスノードロップを探しに森の中

を彷徨う話。見つけると幸せになったり、不幸になったりと、実に様々。日本には明治時

代末期に渡来し、早春を彩る花として定着したようです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


